
協同教育研究所「結風」主催　　　　　　　　　　　　　     　 2019年1月1日（火） 

第46回「授業づくり研究会」開催のご案内 

 研究会代表　安永　悟 
　(久留米大学文学部) 

　新年明けましておめでとうございます。穏やかな新春をお迎えのことと思います。 
この一年が皆さまの飛躍の年になることをお祈り申し上げます。 

　さて、今年初めての研究会の準備が下記のように整いましたのでご案内いたします。
多くの皆さまの参加をお待ちしています。 

　参加を希望される方は協同教育研究所のホームページから事前の申込をお願いしま
す。当日参加も受け付けます。案内が直接届いていない方も大歓迎です。皆様とお目に
かかれることを楽しみにしています。 

　研究会の後、情報交換会（懇親会）を予定しています。こちらは準備の都合があり
ますので、参加を希望される方は下記の期日までに連絡をお願いします。 

　なお、2019年の研究会開催日を以下のように予定しています。大学業務の関係で変
更を余儀なくされる場合もあることをお含み置きください。変更があれば随時、メー
リングリストおよびホームベージなどでお知らせいたします。 

　　　授業づくり研究会　2019年2月2日、5月18日、10月12日、12月7日 

　　　協同教育フェスタ　2018年7月20日　　　　　　（いずれも土曜日）　　　　　 
　　　　　　　会場は学生会館3階 ミーティングルーム３です。 

 記 

1．日時：　2019年2月2日（土）　13時～17時まで 

2．会場：　久留米大学御井キャンパス 学生会館ミーティング=ルーム3  
   　　　 　 http://www.kurume-u.ac.jp/soshiki/3/access.html  

3．参加資格：　協同教育（学習）および「協同」一般に関心のある方 

4．参加申込：　協同教育研究所「結風」のHP（http://yuikaji.me/wiki.cgi）からお
願いします。 

　 　（注意）HPからの申込に対しては自動返信になっています。 
　   　　　返信が届かなかった場合は下記「問い合わせ先」までご連絡ください。 



5．研究会の内容 
(1) 挨拶・導入　　　　　　　　　　　　　　　　　        （13:00 - 13:50, 50分） 
a. 担当：　安永悟（久留米大学） 
b. 内容：　研究会への導入と、簡単なグループづくりを行います。協同学習の

基本的な考え方と技法についても紹介します。　 
（自由交流時間・休憩、15分） 

(2) 実践報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14:05 - 15:05, 60分） 
a. 題目：「大学生主体の高大連携教育の試み」 
b. 講師：　岸本徹也 先生（流通科学大学） 
c. 内容：これまで、大学生にリテールマーケティング（販売士）3級講座の講師
を、高校で体験する機会を与え、また大学生と共に、大学生活を伝える授業
なども実施してきた。今回の報告では、従来のように高校生だけの教育面に
力点を置くのではなく、大学生の教育面も考慮した、大学生主体で行う高大
連携活動が、大学生と高校生にもたらす教育効果の可能性について検討して
みたい。 

（自由交流時間・休憩、20分） 

(3) 講演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15:25 - 16:55, 90分） 
a. 題目：「授業で実践！SSTを中心としたメンタルヘルス教育」 
b. 講師：　佐藤正二 先生（宮崎大学名誉教授） 
c. 内容：本講演では、現代の子ども達の社会性や対人関係の現況に触れながら、
ソーシャルスキル教育の必要性を指摘します。続いて、われわれの研究グルー
プがこれまでに取り組んできた学級単位で行うSSTの成果を実証的証拠に基
づきながら紹介します。この紹介の中で、認知行動療法をベースとして開発
された宮崎大学抑うつ予防プログラムの成果についても触れつつ、教育の現
場でできるメンタルヘルス教育の現状と課題について考えます。 

6. 懇親会のお知らせ 
　研究会終了後、下記の要領で懇親会を開催します。詳細は決まり次第お知らせし
ます。参加希望者は上記「４．参加申込」と合わせて1月28日（月）までに、協同
教育研究所のHPから申し込んでください。 
場所：　西鉄久留米駅界隈           時間：　18時00分～20時00分 
会費：　4,000円程度 

7. 問い合わせ先　 
         　　ご不明な点があれば、次までお願いします。 
　　　　　安永悟　yasunaga_satoru@kurume-u.ac.jp　　　　　　　　　　 

　　　　　以上
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